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土壌汚染分野における土壌汚染分野における
HYDRUSHYDRUSの活用の可能性についての活用の可能性について

保高保高 徹生徹生
国際航業株式会社国際航業株式会社

地盤環境エンジニアリング事業部地盤環境エンジニアリング事業部

20072007--1010--1414 (Sun)(Sun)

1.土壌汚染に関する最近の動向
2.HYDRUSを用いた地下水汚染発生リスク評価
現場で得られるデータを用いた評価

（京都大学との共同研究）
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市街地の土壌汚染市街地の土壌汚染

対象となる汚染物質対象となる汚染物質

農薬類農薬類

揮発性有機化合物揮発性有機化合物

重金属類重金属類

ダイオキシン＆ダイオキシン＆PCBPCB類類

油油

基準がある物質基準がある物質

小小 移動性移動性 大大

汚染の原因汚染の原因

基準がない物質基準がない物質
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図 土壌汚染調査数（環境省（2007）、土壌環境センター（2007）より筆者作成）
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最近の動向最近の動向
◆土壌汚染の調査が必要なサイト数：約90万サイト

（土壌環境センター（2002））

◆実際に調査されているサイト：2万サイト弱（想定）

◆調査・浄化費用：13兆円程度（土壌環境センター（2002））

◆2003年：土壌汚染対策法が施行 → 明確な基準が設定
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土壌汚染分野での最近の問題点土壌汚染分野での最近の問題点

汚染を除去汚染を除去

・対策費用が非常に高額・対策費用が非常に高額
・産業廃棄物処分場に汚染土壌を持ち込み・産業廃棄物処分場に汚染土壌を持ち込み

土壌溶出量基準を超過土壌溶出量基準を超過
する土壌が存在する土壌が存在

地下水汚染発生リスク、地下水汚染発生リスク、
人の健康リスクがあると判断人の健康リスクがあると判断

・倒産する中小事業者が増加・倒産する中小事業者が増加
・ブラウンフィールドの増加・ブラウンフィールドの増加
・産業廃棄物処分場の減少・産業廃棄物処分場の減少

土壌調査土壌調査

最近の問題点最近の問題点

本当に基準超過土壌があると本当に基準超過土壌があると
リスクがあるの？リスクがあるの？

飽和帯飽和帯

不飽和帯不飽和帯

通常のフロー通常のフロー
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検討してきた解決策検討してきた解決策
リスクに基づく土壌汚染管理リスクに基づく土壌汚染管理

基準超過土壌基準超過土壌

地下水汚染発生地下水汚染発生

飲用井戸に到達飲用井戸に到達

人の健康リスク人の健康リスク

リスク評価リスク評価

リスク評価に基づいた浄化目標値の設定リスク評価に基づいた浄化目標値の設定

MODFLOWMODFLOW

人の健康リスク評価人の健康リスク評価

HYDRUSHYDRUS

基準超過土壌基準超過土壌 ≠≠ 人の健康リスク・地下水汚染発生リスク人の健康リスク・地下水汚染発生リスク

対策コスト削減効果の検証対策コスト削減効果の検証

飽和帯飽和帯

不飽和帯不飽和帯

不飽和帯での移動不飽和帯での移動

飽和帯での移動飽和帯での移動

地下水摂取地下水摂取
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土壌汚染分野での土壌汚染分野でのHYDRUSHYDRUSの活用事例の活用事例
○土壌汚染サイトにおける将来の地下水汚染発生リスクの予測

現地調査

パラメータ収集
（室内試験，文献値）

シミュレーション1
（汚染発生より現在）

妥当性の確認

サイトの概念モデル構築

シミュレーション2（将来の予測）

地下水汚染発生のリスク評価

費用対効果の検討
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土壌中の濃度のシミュレーション結果土壌中の濃度のシミュレーション結果

人工地盤

シルト混じり砂礫

帯水層

自然地盤

計算値（100年後）
（2080年）

計算値（43年後）
（2023年）

浸透

計算値（26年後）
（2006年）

溶出試験における土壌中の重金属濃度（相対値）
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土壌汚染分野での土壌汚染分野でのHYDRUSHYDRUSの活用方法の活用方法

汚染発生
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地下水中の重金属濃度 の経年変化

第46回農業土木学会土壌物理研究部会 研究集会



5

2007/10/14（SUM） 国際航業株式会社 地盤環境エンジニアリング事業部

今後は？今後は？

現地調査

パラメータ収集
（室内試験，文献値）

シミュレーション1
（汚染発生より現在）

妥当性の確認

サイトの概念モデル構築

シミュレーション2（将来の予測）

地下水汚染発生のリスク評価

費用対効果の検討
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・感度解析

・パラメータ妥当性の検証
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ありがとうございました。ありがとうございました。
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